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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】それぞれ簡単に交換できる複数の筒状照明部材
を環設してなるランタン状照明用装置を提供する。
【解決手段】口金部材１と、第一基部２と、第二基部３
と、複数の連結棒４と、複数の接続手段５とを備え、第
一基部２および第二基部３は、それぞれ複数の連結棒４
の両端に連結され、口金部材１は、第一基部２における
複数の連結棒４の反対側に連結され、複数の接続手段５
の何れも、第一接続部材５１と、第二接続部材５２とを
有し、第一接続部材５１は、第一基部２における第二基
部３に面する表面の周縁にリング状に配置されると共に
、第二接続部材５２は、第二基部３における第一基部２
に面する表面の周縁にリング状に配置され、第一基部２
および第二基部３は、対向に設置され、複数の接続手段
５が口金部材１と並列に電気接続される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　口金部材１と、第一基部２と、第二基部３と、複数の連結棒４と、複数の接続手段５と
を備え、
　前記第一基部２および第二基部３は、それぞれ前記複数の連結棒４の両端に連結され、
　前記口金部材１は、前記第一基部２における該複数の連結棒４の反対側に連結され、
　前記複数の接続手段５の何れも、第一接続部材５１と、第二接続部材５２とを有し、該
複数の接続手段５の複数の第一接続部材５１は、該第一基部２における前記第二基部３に
面する表面の周縁にリング状に配置されると共に、該複数の接続手段５の複数の第二接続
部材５２は、該第二基部３における前記第一基部２に面する表面の周縁にリング状に配置
され、該第一基部２および第二基部３は、対向に設置され、前記複数の接続手段５が前記
口金部材１と並列に電気接続されることを特徴とするランタン状照明用装置。
【請求項２】
　前記第一基部２と第二基部３との間に設置される放熱手段７と、
　それぞれ前記複数の接続手段５における第一接続部材５１と第二接続部材５２との間に
接続され、リング状に配置されると共に、前記放熱手段７を囲む複数の照明部材６とを有
することを特徴とする請求項１に記載のランタン状照明用装置。
【請求項３】
　前記放熱手段７は、複数の連結ロッド７１と、ファン７２とを有し、
　該複数の連結ロッド７１の一端は、前記第二基部３における前記第一基部２に面する表
面に連結され、
　該ファン７２は、前記複数の連結ロッド７１における該第二基部３の反対端に連結され
ると共に、前記第一基部２と第二基部３との間に位置することを特徴とする請求項２に記
載のランタン状照明用装置。
【請求項４】
　前記複数の照明部材６は、正面と背面とを有する直尺基板と、該直尺基板の正面に設け
られる複数の発光ダイオード素子と、該複数の発光ダイオード素子を被覆するように該直
尺基板の正面に設けられ、該直尺基板の長手方向に延在する透明カバーと、該直尺基板の
背面に設けられ、該直尺基板の長手方向に延在すると共に、該発光ダイオード素子からの
熱量を放熱するヒートシンクと、該直尺基板に電気接続され、それぞれ前記複数の接続手
段５の第一接続部材５１および第二接続部材５２に電気接続し得る構成を有すると共に、
前記直尺基板および発光ダイオード素子を前記透明カバーと前記ヒートシンクとに保持す
るように、前記透明カバーと前記ヒートシンクと結合される二つの口金とを備え、
　前記複数の照明部材６は、それぞれのヒートシンクが前記放熱手段７に面するように配
置されることを特徴とする請求項２または請求項３に記載のランタン状照明用装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、特にそれぞれの筒状照明部材を容易に交換できるように環設される複数の筒
状照明部材を保持するランタン状照明用装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の３６０度方向照射式ランタン状照明装置は、３６０度方向への照射を可能にする
ように、発光管を折り曲げるなどの形態で、照明部材の形状を改変するものである。例え
ばスパイラル型照明部材、またはトリプルＵ形照明部材などを用いるランタン状照明装置
が提案される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－４７４０７号公報
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【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記従来のランタン状照明装置の照明部材が故障しても、故障の照明部
材を容易に交換することができないことから、使用者は高いコストを負担することになっ
てしまう。また、従来の照明装置の放熱構成は、照明部材の内部の照明素子を対象とする
ものであり、同時に照明部材自体の放熱に寄与することができないので、照明部材が高温
にさらされる状態で使用され、照明部材の寿命が短縮してしまう。
【０００５】
　そこで、案出されたのが本考案であって、環設される複数の筒状照明部材を保持するラ
ンタン状照明用装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願の請求項１の考案は、口金部材１と、第一基部２と、第二基部３と、複数の連結棒
４と、複数の接続手段５とを備え、
　前記第一基部２および第二基部３は、それぞれ前記複数の連結棒４の両端に連結され、
　前記口金部材１は、前記第一基部２における該複数の連結棒４の反対側に連結され、
　前記複数の接続手段５の何れも、第一接続部材５１と、第二接続部材５２とを有し、該
複数の接続手段５の複数の第一接続部材５１は、該第一基部２における前記第二基部３に
面する表面の周縁にリング状に配置されると共に、該複数の接続手段５の複数の第二接続
部材５２は、該第二基部３における前記第一基部２に面する表面の周縁にリング状に配置
され、該第一基部２および第二基部３は、対向に設置され、前記複数の接続手段５が前記
口金部材１と並列に電気接続されることを特徴とするランタン状照明用装置、を提供する
。
【０００７】
　本願の請求項２の考案は、前記第一基部２と第二基部３との間に設置される放熱手段７
と、
　それぞれ前記複数の接続手段５における第一接続部材５１と第二接続部材５２との間に
接続され、リング状に配置されると共に、前記放熱手段７を囲む複数の照明部材６とを有
することを特徴とする請求項１に記載のランタン状照明用装置、を提供する。
【０００８】
　本願の請求項３の考案は、前記放熱手段７は、複数の連結ロッド７１と、ファン７２と
を有し、
　該複数の連結ロッド７１の一端は、前記第二基部３における前記第一基部２に面する表
面に連結され、
　該ファン７２は、前記複数の連結ロッド７１における該第二基部３の反対端に連結され
ると共に、前記第一基部２と第二基部３との間に位置することを特徴とする請求項２に記
載のランタン状照明用装置、を提供する。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案のランタン状照明用装置は、複数の筒状照明部材を環状に配置させるものである
ので、環状に配置された複数の筒状照明部材により、３６０度方向へ照射することができ
る。また、該複数の筒状照明部材が並列に接続され、一部の照明部材が故障する場合でも
、ほかの照明部材は使用不能にはならない。さらに、故障した照明部材を容易に交換する
ことができる。よって、使用者が負担するコストの低減を図ることができる。
【００１０】
　さらに、複数の筒状照明部材が放熱手段の周囲に配置されることから、該放熱手段で同
時に該複数の筒状照明部材の放熱を促進し、該複数の筒状照明部材の温度を下げ、その寿
命の増大を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１１】
【図１】本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例の斜視図である。
【図２】本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例のほかの斜視図である。
【図３】本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例の照明部材を配置する状態を示
す分解斜視図である。
【図４】本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例の照明部材を配置する状態を示
す分解斜視図である。
【図５】本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例の回路図である。
【図６】本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例のほかの回路図である。
【図７】本考案に係るランタン状照明用装置の第二実施例の斜視図である。
【図８】本考案に係るランタン状照明用装置の第二実施例のほかの斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本考案の好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００１３】
　図１ないし図５に示すように、本考案に係るランタン状照明用装置の第一実施例は、口
金部材１と、第一基部２と、第二基部３と、複数の連結棒４と、複数の接続手段５と、複
数の照明部材６と、放熱手段７とを備える。
【００１４】
　前記口金部材１は、連結座１１と、該連結座１１の一端に連結される、外部電源を接続
するための口金本体１２とを備える。
　前記第一基部２および第二基部３は、それぞれプレート状を呈するものである。前記複
数の連結棒４は、前記第一基部２と第二基部３との間に、間隔を開けて配置される。前記
第一基部２および第二基部３は、固定部材８により、それぞれ前記複数の連結棒４の両端
に連結される。また、前記口金部材１の連結座１１は、前記第一基部２における該複数の
連結棒４の反対側に連結される。
【００１５】
　また、該第二基部３の底面における中央部に複数の発光素子（図示せず）が設けられる
ことが好ましい。前記該第二基部３の底面における中央部に設けられる複数の発光素子に
より、本考案に係るランタン状照明用装置の下方へ光線を照射することができるので、本
考案の照射範囲をさらに拡大することができる。
【００１６】
　前記複数の接続手段５の何れも、第一接続部材５１と、第二接続部材５２とを有する。
該複数の接続手段５の複数の第一接続部材５１は、該第一基部２における前記第二基部３
に面する表面の周縁にリング状に配置されると共に、該第一基部２に固定される。該複数
の接続手段５の複数の第二接続部材５２は、該第二基部３における前記第一基部２に面す
る表面の周縁にリング状に配置されると共に、該第二基部３に固定される。該第一基部２
および第二基部３は、対向に設置される。また、本実施例において、該第一接続部材５１
および第二接続部材５２は共に回転固定方式で照明部材６を保持するものである。
【００１７】
　各照明部材６は、本体６１と、該本体６１の両端にそれぞれ設けられる二つの電気接続
端子６２とを有する。該複数の接続手段５の複数の第一接続部材５１及び第二接続部材５
２は、それぞれ前記複数の照明部材６の二つの電気接続端子６２を挿入させる。二つの電
気接続端子６２がそれぞれ前記第一接続部材５１及び第二接続部材５２に挿入した照明部
材６の本体６１を回転させると、該二つの電気接続端子６２はそれぞれ前記第一接続部材
５１及び第二接続部材５２に電気接続される。図５に示すように、各接続手段５の第一接
続部材５１は、該複数の照明部材６がそれぞれ前記口金部材１の口金本体１２と並列回路
を構成するために、それぞれ前記口金部材１の口金本体１２に繋がる。これにより、前記
複数の接続手段５の第一接続部材５１を介して、該複数の照明部材６に対して、シングル
サイド給電することができる。本実施例において、該照明部材６は、Ｔ５型、Ｔ８型、Ｔ
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９型またはＴ１０型など、電源内蔵の直管形照明部材であることが好ましい。
【００１８】
　前記放熱手段７は、複数の連結ロッド７１と、ファン７２とを有する。該複数の連結ロ
ッド７１の一端は、前記第二基部３における前記第一基部２に面する表面に連結される。
該ファン７２は、前記複数の連結ロッド７１における該第二基部３の反対端に連結される
と共に、前記第一基部２と第二基部３との間に位置する。また、前記複数の照明部材６は
、該ファン７２を囲むように、リング状に配置される。
【００１９】
　本考案に係るランタン状照明用装置の使用状態において、各照明部材６の両端の電気接
続端子６２は、それぞれ前記第一接続部材５１及び第二接続部材５２に挿入され、該照明
部材６を回転させることで、該電気接続端子６２は、それぞれ前記第一接続部材５１及び
第二接続部材５２に電気接続される。前記複数の第一接続部材５１を介して、該複数の照
明部材６は、それぞれ前記口金部材１の口金本体１２と並列回路を構成する。また、該複
数の照明部材６は、３６０度方向へ照射することができるように、リング状に配置される
。前記第一基部２と第二基部３との間に、放熱手段７が設置され、該放熱手段７のファン
７２は、リング状に配置されると共に、３６０度方向へ照射することができる前記複数の
照明部材６に囲まれる。前記口金部材１の口金本体１２と外部電源とが電気接続されると
、該複数の照明部材６は点灯し、光線を３６０度方向へ照射することができる。同時に、
該放熱手段７のファン７２は、該複数の照明部材６の動作により加熱された空気を交換さ
せ、該複数の照明部材６を冷却させる。具体的に、図４に示すように、前記複数の照明部
材６は、間隔をおいて配置されているものであるので、該ファン７２の稼働により、照明
部材６同士の間から、本考案に係るランタン状照明用装置の内部に流入する外部の低温度
空気で、該複数の照明部材６の動作により加熱された空気が交換されるので、該複数の照
明部材６に対する冷却効果を齎すことに寄与する。
【００２０】
　図６に示すように、ほかの回路実施形態として、各接続手段５の第一接続部材５１およ
び第二接続部材５２は、前記口金部材１の口金本体１２と並列回路を構成するものである
。これにより、前記複数の接続手段５の第一接続部材５１および第二接続部材５２を介し
て、該複数の照明部材６に対して、ダブルサイド給電することができる。また、この実施
形態では、スターター内蔵のＴ８型の直管形発光ダイオードランプが照明部材６として用
いられている。この直管形発光ダイオードランプは、正面と背面とを有する直尺基板と、
該直尺基板の正面に設けられる複数の発光ダイオード素子と、該複数の発光ダイオード素
子を被覆するように該直尺基板の正面に設けられ、該直尺基板の長手方向に延在する透明
カバーと、該直尺基板の背面に設けられ、該直尺基板の長手方向に延在すると共に、該発
光ダイオード素子からの熱量を放熱するヒートシンクと、該直尺基板に電気接続され、そ
れぞれ前記複数の接続手段５の第一接続部材５１および第二接続部材５２に電気接続し得
る構成を有すると共に、前記直尺基板および発光ダイオード素子を前記透明カバーと前記
ヒートシンクとに保持するように、前記透明カバーと前記ヒートシンクと結合される二つ
の口金と、を備える。本実施形態では、前記複数の照明部材６として用いられた複数の直
管形発光ダイオードランプは、それぞれのヒートシンクが前記放熱手段７に面するように
配置される。よって、該放熱手段７のファン７２により駆動される空気の流れは、前記ヒ
ートシンクの熱交換を促進するので、放熱効果をさらに向上させることができる。
【００２１】
　図７及び図８に示すように、本考案に係るランタン状照明用装置の第二実施例は、前記
第一実施例とほぼ同様のものであるが、以下の点で異なる。前記第一実施例で用いられた
のは、回転固定方式で照明部材６を保持する第一接続部材５１および第二接続部材５２を
有する接続手段５であるが、この実施例において、押圧固定方式で照明部材６を保持する
第一接続部材５１’および第二接続部材５２’を有する接続手段５’が用いられている。
前記複数の照明部材６の二つの電気接続端子６２は、それぞれ前記複数の接続手段５’に
おける第一接続部材５１’及び第二接続部材５２’の穴挿入されると共に、該第一接続部
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材５１’及び第二接続部材５２’に当接されるので、前記複数の照明部材６はそれぞれ前
記複数の接続手段５’の第一接続部材５１’及び第二接続部材５２’と電気接続される。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本考案は上記の構成を有するので、第一基部２と、第二基部３と前記環状に配置された
複数の筒状照明部材により、３６０度方向への照射を可能にする。また、該複数の筒状照
明部材が並列に接続され、故障した照明部材を容易に交換することができる。さらに、複
数の筒状照明部材が放熱手段の周囲に配置されることから、該放熱手段で同時に該複数の
筒状照明部材の放熱を促進し、該複数の筒状照明部材の温度を下げ、その寿命を増大する
ことができる。
【符号の説明】
【００２３】
１ 口金部材
１１ 連結座
１２ 口金本体
２ 第一基部
３ 第二基部
４ 連結棒
５、５’ 接続手段
５１、５１’ 第一接続部材
５２、５２’ 第二接続部材
６ 照明部材
６１ 本体
６２ 電気接続端子
７ 放熱手段
７１ 連結ロッド
７２ ファン
８ 固定部材
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